
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ｒａｎｄｏｍと方位の関係 
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１．概要 

 方位を扱う場合、ｒａｎｄｏｍ方位値は重要である。 

   ＯＤＦ解析時、方位のＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ（定量）を計算してもＲｐ％が悪い場合があります。 

   原因は、未定量方位とｒａｎｄｏｍの存在があります。 

   全ＯＤＦ＝既知方位（VF%）＋未定量方位＋ｒａｎｄｏｍ方位になります。 

   予めｒａｎｄｏｍ方位量を計算出来れば、未定量方位量が分かります。 

   本資料では、既知方位とｒａｎｄｏｍ量の関係を説明します。 

  

２．シュミレーションデータ 

 ＭＴＥＸによりｒａｎｄｏｍ１００％、７０％、３０％、０％データ作成 

  CS= crystalSymmetry('cubic') 

SS = specimenSymmetry('1') 

randomODF = uniformODF(CS,SS) 

 

psi = vonMisesFisherKernel('HALFWIDTH',5*degree) 

  Cube 

  Ori1 = orientation.byMiller([1 0 0],[0 0 1],CS) 

  Copper 

Ori2 = orientation.byMiller([1 1 2],[-1 -1 1],CS) 

  Goss 

  Ori3= orientation.byMiller([1 1 0],[0 0 1],CS) 

  S 

  Ori4 = orientation.byMiller([1 3 2],[6 -4 3],CS) 

 

ODF=0.25* unimodalODF(Ori1,psi)+0.25* unimodalODF(Ori2,psi)+ 

      0.25* unimodalODF(Ori3,psi)+ 0.25* unimodalODF(Ori4,psi) 

 

  Random100% 

       odf=randomODF 

  Random70% 

     odf=0.7*randomODF+0.3*ODF 

  Random30% 

        odf=0.3*randomODF+0.7*ODF 

  Random0% 

       Odf=ODF 

 

３．主に使用したＣＴＲソフトウエア 

  ＧＰＯＤＦＤｉｓｐｌａｙ（Ｖｅｒ．３．１３Ａ） 

  ｈｋｌｕｖｗＤｉｓｐｌａｙ（１．０５） 

  ＶａｌｕｅＯＤＦＶＦ（Ｖｅｒ．２．３７） 

   

 



４．ＭＴＥＸで作成された ODF 

Random100% 

  

Random70% 

  

Random30% 

 

Random0% 

  

 実データでは、乱れが発生するため、右図の RandomLevel計算で求められます。 

最大頻度位置 



５．方位密度を求める 

 

 

 

 Randomは最小方位＊１００％で検出されます。 

 実試料の場合、最小値ではなく、RandomLevelサーチにより最大頻度位置として計算されます。 

 ｒａｎｄｏｍが下がる割合で方位密度が高くなります。 

 

cube goss 

copper 

s 



６．密度の １：２：４規格化 

 

計算時，ｒａｎｄｏｍ方位を減算し、計算後、ｒａｎｄｏｍ方位を加算しています。 

ｃｏｐｐｅｒ，Ｓ方位は５度間隔の格子点を外れているため、規格化してもｃｕｂｅやＧｏｓｓと一致しない 

 

 

 

 

Cube/2 Goss/2 

S*2 

Randomは変化なし 



７．の解析を反射極点図から解析を行う 

 h = {Miller(1,1,1,CS),Miller(2,0,0,CS),Miller(2,2,0,CS)} 

rpf=calcPoleFigure(odf,h) 

rpfを exportし、反射極点図(Orthorhombic 化) 

 

ＬａｂｏＴｅｘで解析 

 

 

ODF図をＥＸｐｏｒｔし、方位と randomを予め調べる。 

極点図をＥＸｐｏｒｔし、Ｒｐ％を計算 



８．ＧＰＯＤＦＤｉｓｐｌａｙでピークサーチ 

 

 

 

９．Ｒａｎｄｏｍの定量 

 

 

 

 

 

 方位としてｃｕｂｅ，ｇｏｓｓ，ｃｏｐｐｅｒ，Ｓ，ｒａｎｄｏｍは２９％が得られた。 

 

最多頻度 Box位置 ２９％が得られる 

最小値 



１０．ＬａｂｏＴｅｘのＯＤＦ解析時Ｒｐ％（入力極点図と再計算極点図から） 

 

 

１１．ＬａｂｏＴｅｘによるＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ 

  

 既に、ｃｕｂｅ，ｇｏｓｓ，ｃｏｐｐｅｒ，Ｓを検出しているがＳを除いてＶＦ％を求める。 

 

 



１２．Ｓ方位を除いたＶＦ％ 

  

  ＧＰＯＤＦＤｉｓｐｌａｙで計算したｒａｎｄｏｍよりＢａｃｋｇｒｏｕｎｄが大きい 

 

 

Ｓ方位が抜けている 

±１．５％内であるが 

乱れが生じている 



１３．Ｓ方位を含んだ解析 

 

 ＧＰＯＤＦＤｉｓｐｌａｙで計算したｒａｎｄｏｍよりＢａｃｋｇｒｏｕｎｄがほぼ等しい 

 

乱れなし 



１４．ｃｕｂｅ，ｇｏｓｓ，ｃｏｐｐｅｒ，ＳのＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎから計算したＯＤＦ図 

 

 上記 ODFから計算したｒａｎｄｏｍＬｅｖｅｌ ｒａｎｄｏｍ＝３０％ 

  

 

 

 



１５．ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ比較 

Ｓを除いたＶＦ％ 

  

 ｃｏｐｐｅｒがＳ方位の補間を行ってしまう。 

Ｓを含むＶＦ％（すべての方位指定） 

  

 全て指定出来ないと VF%も乱れます。Ｏｔｈｅｒがｒａｎｄｏｍである。 

 ＧＰＯＤＦＤｉｓｐｌａｙで求めたｒａｎｄｏｍ（３０％）に一致する 


